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平
成
29
年
度
八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
与
式

が
、
２
月
24
日
、
八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

町
長
特
別
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆

齊
藤　
　
剣
（
明
治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
３
年
）

　

第
54
回
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー

　
　
　
　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
　

準
優
勝

教
育
委
員
会
賞

◆
文
化
栄
誉
賞
◆

佐
々
木　
涼
真
（
能
代
高
等
学
校
無
線
部
３
年
）

　

第
20
回
秋
田
県
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会　
　

第
１
位

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆

大
高　
有
生
（
秋
田
県
選
抜　

峰
浜
小
学
校
６
年
）

　

第
３
回
東
北
県
選
抜
学
童
野
球
選
手
権　

優　
勝

斉
藤　
　
心
（
八
峰
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
）

金
田　
里
花
（
八
峰
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
２
年
）

　

第
15
回
秋
田
県
中
学
校
郡
市
選
抜　
　

　
　
　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

優　
勝

菊
地　
悠
汰
（
能
代
松
陽
高
等
学
校
野
球
部
２
年
）

工
藤　
一
平
（
能
代
松
陽
高
等
学
校
野
球
部
２
年
）

　

平
成
29
年
度
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
大
会　

優　
勝

教
育
委
員
会
特
別
賞

◆
文
化
栄
誉
賞
◆

能
代
西
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
団
体
受
賞
）

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
59
回
秋
田
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　

高
等
学
校
小
編
成
の
部　

金　
賞

　

後
藤　

瑞
希
／
工
藤　

桃
菜
／
菊
地　
　

翔

　

菊
地　

七
海
／
金
谷　

美
夢
／
工
藤
花
菜
子

　

神
馬
佳
奈
美

小
中
学
生
奨
励
賞

◆
文
化
栄
誉
賞
◆

芦
崎　
絢
音
（
峰
浜
小
学
校
２
年
）

　

平
成
29
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　
　

秀　
作

　

「
し
お
を
ふ
り
ス
イ
カ
に
か
ぶ
り
つ
く
へ
い
わ
」

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆

八
森
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
（
団
体
受
賞
）

　

第
15
回
東
北
学
童
軟
式
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　

新
人
秋
田
県
大
会　
　

準
優
勝

監　

督　

櫻
田　

公
男

コ
ー
チ　

三
浦　

克
己　

金
田　

政
継

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

新
岡　

浩
司　

　

金
田　

海
音
／
諸
澤　

大
樹
／
菊
地　

拓
海

　

平
原　
　

零
／
新
岡　

千
佳
／
菊
地　

瑛
太

　

西
巻　

嵩
和
／
三
沢　

陸
優
／
豊
田　

隼
羽

　

門
脇　
　

岬
／
櫻
田　

旺
希
／
山
本
ア
ト
ム

　

日
沼
空
佑
來
／
工
藤　
　

奏
／
安
井　

駿
介

　

石
山　

颯
汰
／
佐
々
木
悠
惺

峰
浜
Ｔ
Ｒ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
体
受
賞
）

　

第
14
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

　
　

秋
田
県
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会　

第
３
位

コ
ー
チ　

鈴
木
慎
太
郎

コ
ー
チ　

川
尻　

淳
平

　

柴
田　
　

圭
／
神
馬　

颯
汰
／
川
尻　

朝
陽

　

仲
谷　

煌
志
／
阿
部　

朱
音
／
江
坂　

和
夏

　

木
藤　

愛
心
／
鈴
木　

風
香
／
武
内　

香
葉

八峰町スポーツ文化栄誉賞授与式 ３団体８名を表彰

町長特別賞受賞の齊藤
剣さんのサインをもら
おうと行列ができまし
た。

受賞者を代表して、大
高有生さんが家族や仲
間への感謝、これから
の抱負などを述べまし
た。

平成２９年度


